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生化学分析および食品分析用テストコンビネーション 

 

Ｆ-キット  Ｌ-アスコルビン酸    製品番号  包装単位 

TC L-Ascorbic Acid     409 677      20 回 
 

酵素測定法（比色法） 
 果物、野菜製品、ビール、ワイン、ミルク、肉製品、小麦粉

などの食品、動物飼料、医薬品(ビタミンの処方、鎮痛剤、解熱

剤)、生体試料(血清、尿等)中のＬ-アスコルビン酸の測定。 

 

分析物 
L-アスコルビン酸は、量は異なりますが全ての動物、植物細

胞に存在します。ヒトは自身では L-アスコルビン酸を合成でき

ず、外部からの供給源(ビタミン C)、通常は主に果物や野菜に

頼っています。 

技術的な理由で、L-アスコルビン酸は食品の抗酸化剤として

使用されています。L-アスコルビン酸は相対的に“敏感”な物

質であり、その分析は果物や野菜を原材料とする食品製造過程

の品質の評価に有用です。 

L-アスコルビン酸はいくつかの医薬品、例えばビタミン製品

や鎮痛剤の製造の成分として用いられます、また動物飼料の添

加剤として用いられます。 

 

原理(文献 1) 
L-アスコルビン酸(x-H2)＋MTT+               デヒドロアスコルビン酸(x) 

                             ＋MTT-フォルマザン＋H+ 

   

L-アスコルビン酸＋1/2 O2         デヒドロアスコルビン酸＋H2O 

 

 

特異性 
測定条件下では、本法は L-アスコルビン酸に特異的です。 

合成によって産生され抗酸化剤として使用される D-アラボア

スコルビン酸(イソアスコルビン酸)も反応しますが反応速度は

非常にゆっくりしています。 

 

感度と測定限界 
測定感度は578 nmで試料量1.600 mlを測定した場合の吸光

度差 0.005 に基づき算出しています。これは L-アスコルビン酸

濃度約 0.1 mg/l に相当します。 

測定限界は、0.3 mg/l です。最大試料量 1.600 ml で測定した

場合の吸光度変化量 0.015 に由来します。 

 

直線性 
1 回の測定において L-アスコルビン酸 0.5 µg (すなわち 0.3 

mg/l、試料溶液 1.600 ml を測定した場合)～20 µg (すなわち 0.2 

g/l、試料溶液 0.100 ml を測定した場合)にあります。 

 

正確性 
1 つの試料を二重測定した場合、0.005～0.010 の吸光度の違

いが生じる可能性があります。標準偏差値は測定範囲内で 1～

3%です。 

 

干渉物/誤差の原因 
食品の成分は通常測定に干渉しません。高濃度のアルコール

と D-ソルビトールが混在すると反応速度が遅くなります。大量

の亜硫酸が存在する場合は、ホルムアルデヒドを加え除去する

必要があります。シュウ酸が存在すると AAO が阻害されます。

金属、亜硝酸イオンは L-アスコルビン酸を徐々に分解します。 

 

キット内容 
ビン 1：リン酸/クエン酸バッファー(pH3.5)、MTT を含む溶液 

ビン 2：AAO スパチュラ(AAO 各約 17U) 

ビン 3：PMS 溶液 

 

 

試料調製の一般的情報 
・無色透明で中性の液体試料を、そのままあるいは希釈して試

薬液量 0.1 ml（最大 1.600ml まで）を測定してください。 

・濁った試料溶液は、ろ過してください。 

・二酸化炭素を含む試料は、脱気(ろ過など)してください。 

・強く色のついた試料を希釈しない場合または多量の試料量で

測定する場合は、ポリビニルポリピロリドン(PVPP)で処理し

てください。 

・固形、半固形試料は、粉砕またはホモジナイズし、メタリン

酸で抽出もしくは溶解してください。 

・蛋白質を含む試料は、メタリン酸(15% w/v)で除蛋白してく

ださい。 

・脂肪を含む試料は、メタリン酸で抽出してください。 
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輸入発売元：株式会社ジェイ・ケイ・インターナショナル

 

本法は、MEBAK により推奨されています。 


